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（１）カリキュラム・マネジメントについて①



（１）カリキュラム・マネジメントについて②



各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進
（解説 総則編Ｐ４・５ 改訂の基本方針④）

・学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、問
題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められ
る資質・能力の育成のためには、教科等横断的な学習を充
実することや、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善を、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し
て行う。

・上記の取組の実現のためには、学校全体として、児童生徒
や学校、地域の実態を適切に把握し、教育内容や時間の配
分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施状況に
基づく改善を通して、教育活動の質を向上させ、学習の効果
の最大化を図るカリキュラム・マネジメントに努める。

（１）カリキュラム・マネジメントについて③

はばプラⅡの活用

カリ・マネにより最も期待される効果は授業改善



カリキュラム・マネジメントの充実（解説 総則編Ｐ３９）

・児童や学校、地域の実態を適切に把握し、
①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等
横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと
③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保する
とともにその改善を図っていくこと
などを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学
校の教育活動の質の向上を図っていくこと。

（１）カリキュラム・マネジメントについて④

・教育課程はあらゆる教育活動を支える基盤となるものであり、
学校運営についても、教育課程に基づく教育活動をより効果
的に実施していく観点から組織運営がなされなければならな
い。カリキュラム・マネジメントは、学校教育に関わる様々な
取組を、教育課程を中心に据えながら組織的・計画的に実
施し、教育活動の質の向上につなげていくこと。



教科担当の先生は…

３クラスを担当していれば、同じ内容の授業を３回行う。

２回目の授業を行うときには、
１回目とまるきり同じ内容にはしない。

１回目の授業の反省を生かし、発問を代えたり、
学習形態を工夫したり、適用問題を代えたりしている。

カリキュラム・マネジメント

（１）カリキュラム・マネジメントについて⑤

主体的・対話的で深い学び



（１）カリキュラム・マネジメントについて⑥



（主体的な学び）学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア
形成の方向性と関連づけながら見通しをもつて
粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返っ
て次につなげる。

（対話的な学び）子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、
先哲の考え方 を手がかりに考えること等を通
じ、自己の考えを広げ深める。

（深い学び）習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科
等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、
知識を相互に関連づけてより深く理解したり、情報
を精査して考えを形成したり、問題を見い出して解
決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりする。

（１）カリキュラム・マネジメントについて⑦

知識を構造化し、高度化していくことで、
使える知識にしていく

「活用」
「発揮」



教科横断的なカリキュラム編成

○関連付けについての意識をもって実践を進め、そ
の過程における気づきを書き残し、それを次の計
画に反映させる。

○年間指導計画や単元指導案集などを手元に置き、
それに書き込む。

（１）カリキュラム・マネジメントについて⑧

○各単元の意義をじっくり考え、相互に関連付けられ
そうな単元を探し、線を結んだり、色分けしたり、
表を作成したりして整理していく。



（１）カリキュラム・マネジメントについて⑨

伸ばしたい資質・能力でつなげていく




